
二
七
四

堀

智

哉

第
一
節
対
象
と
調
査
時
期

第
二
節
調
査
方
法

第
一
項
研
究
一
の
調
査
方
法

(
一
)
独
自
の
質
問
紙
の
設
定

(
二
}
調
査
内
容
の
構
成
要
因
及
び
構
成
要
因
の
定
義

(
三
)
調
査
項
目
の
設
定

一
)
情
報
ス
ト
レ
ス
尺
度
の
調
査
項
目

一
一
)
ス
ト
レ
ス
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
尺
度
の
調
査
項
目

一
二
)
原
因
帰
属
尺
度
の
調
査
項
目

第
二
項
研
究
二
の
調
査
方
法

(
一
)
ベ
ッ
ク
抑
う
つ
質
問
紙

(
B
D
I
)

士
二

Y
l
G
性
格
検
査

(
三
)
東
大
式
エ
ゴ
グ
ラ
ム

(
T
E
G
)

第
三
節
調
査
方
法
の
妥
当
性
と
信
頼
性

第
一
項
妥
当
性
の
検
討

(
一
)
概
念
的
妥
当
性

(
二
)
内
容
的
妥
当
性

(
三
)
併
存
的
妥
当
性

第
二
項
信
頼
性
の
検
討

第
三
項
調
査
対
象
者
の
回
答
内
容
の
信
頼
性
の
検
討

第
四
節
調
査
結
果
の
整
理
方
法

第
三
章
結
果

第
一
節
各
調
査
項
目
の
結
果

(
こ
順
位
づ
け
の
結
果

(
二
)
記
述
式
質
問
の
結
果

第
二
節
研
究
一
の
結
果

(
一
)
仮
説
的
モ
デ
ル
の
検
証
に
関
す
る
結
果

(
B
D
I
、
構
成

要
因
A
l
F
、
各
種
リ
ス
ト
処
理
の
パ
ス
解
析
)

(
二
)
苦
情
処
理
業
務
の
ス
ト
レ
ス
場
面
の
検
証
に
関
す
る
結
果

苦
情
処
理
業
務
に
お
け
る
職
務
特
性

及
び
従
事
者
の
性
格
特
性
と
学
習
性

無
力
感
の
関
係

目

次

第
一
章
目
的
と
問
題

第
一
節
本
研
究
の
目
的

第
二
節
先
行
研
究
の
概
観

第
一
項
情
報
ス
ト
レ
ス
の
概
観

第
二
項
苦
情
処
理
業
務
従
事
者
の
ス
ト
レ
ス
関
連
疾
患
の
発
症
メ

カ
ニ
ズ
ム
の
概
観

第
三
項
改
訂
学
習
性
無
力
感
理
論
の
概
観

第
四
項
出
巳
1
0
8
5訟
の
概
観

第
三
節
先
行
研
究
の
問
題
点
と
本
研
究
の
位
置
づ
け

第
一
項
先
行
研
究
の
問
題
点

(
一
)
情
報
ス
ト
レ
ス
に
つ
い
て

(
二
)
日
本
に
お
け
る
学
習
性
無
力
感
の
研
究
に
つ
い
て

(
三
)
国
巳
12ω
ロ
0
8
に
つ
い
て

第
二
項
本
研
究
の
位
置
づ
け

第
四
節
本
研
究
の
仮
説
的
モ
デ
ル

第
五
節
用
語
の
定
義

第
二
章
方
法



(
主
成
分
分
析
に
よ
る
探
索
的
分
析
)

(
一
一
一
)
五
主
成
分
の
パ
ス
解
析

第
一
ニ
節
研
究
二
の
結
果

(一

)
B
D
I
と
原
因
帰
属
様
式
と
の
相
関

士
二

Y
l
G
性
格
検
査
十
二
因
子
と
原
因
帰
属
様
式
と
の
相
関

(一一一
)
T
E
G
五
因
子
と
原
因
帰
属
様
式
と
の
相
関

第
四
章
考
察

第
一
節
研
究
一
の
考
察

第
一
項
仮
説
的
モ
デ
ル
の
検
証
に
関
す
る
考
察
(
苦
情
処
理
業
務

が
従
事
者
に
及
ぼ
す
抑
う
つ
的
認
知
障
害
の
パ
ス
図
)

(
一
)
構
成
要
因

A
l④
と
構
成
要
因
B
が
構
成
要
因

A
l①
か

ら

A
i③
の
原
因
と
な
る
こ
と

士
乙
構
成
要
因

A
l④
と
構
成
要
因
B
の
原
因
と
な
る
こ
と

(
三
)
構
成
要
因
B
が
構
成
要
因
C
の
原
因
と
な
る
こ
と

(
四
)
構
成
要
因
B
と
構
成
要
因
C
が
抑
う
つ
的
認
知
障
害
の
原

悶
と
な
る
こ
と

(
五
)
構
成
要
因
C
が
構
成
要
因
D
の
原
因
と
な
り
、
構
成
要
因

D
が
抑
う
つ
的
認
知
障
害
の
原
因
と
な
る
こ
と

第
二
項
苦
情
処
理
業
務
の
ス
ト
レ
ス
場
面
の
検
証
に
関
す
る
考
察

(
五
主
成
分
の
パ
ス
図
)

第
二
節
研
究
二
の
考
察

(一

)
B
D
I
と
原
因
帰
属
様
式
と
の
相
関

士
己

Y
l
G
性
格
検
査
十
二
因
子
と
原
因
帰
属
様
式
と
の
相
関

全
己

T
E
G
五
因
子
と
原
国
帰
属
様
式
と
の
相
関

第
三
節
総
合
的
考
察

第
五
章
結
論
と
今
後
の
課
題

第
一
節
結
論

第
二
節
今
後
の
課
題

苦
情
処
理
業
務
に
お
け
る
職
務
特
性
及
び
従
事
者
の
性
格
特
性
と
学
習
性
無
力
感
の
関
係

目
的
と
問
題

本
研
究
の
目
的
は
、
以
下
の
こ
つ
で
あ
る
。
目
的
一
は
、
苦
情
処
理
業
務
の

職
務
特
性
と
学
習
性
無
力
感
(
以
下
、

L
H
と
す
る
)
と
の
関
連
を
、
改
訂
学

習
性
無
力
感
理
論
(
以
下
、
改
訂
L
H
理
論
と
す
る
)

の
観
点
か
ら
出
問
山
の
仮

そ
れ
を
実
証
的
に
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
目
的
二

は
、
上
記
の
知
見
に
基
づ
き
、
苦
情
処
理
業
務
の
従
事
者
(
以
下
、
苦
情
処
理

者
と
す
る
)
に
お
け
る
適
応
的
性
格
及
ぴ
不
適
応
的
性
格
に
つ
い
て
改
訂

L
H

説
的
モ
デ
ル
を
設
定
し
、

理
論
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。

上
記
の
目
的
を
設
定
し
た
背
景
と
し
て
は
以
下
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

近
年
の
情
報
社
会
の
中
で
の
企
業
活
動
、
特
に
サ
ー
ビ
ス
業
に
お
い
て
は
顧

客
へ
の
詳
細
か
つ
正
確
な
情
報
提
示
が
求
め
ら
れ
て
き
て
お
り
、
各
企
業
は

様
々
な
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
情
報
開
示
を
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
要
請
に

応
え
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
情
報
の
氾
濫
に
伴
っ
て
、
企
業
内
だ
け
で
な
く

顧
客
か
ら
も
日
常
業
務
が
監
視
・
評
価
さ
れ
る
環
境
が
構
築
さ
れ
つ
つ
あ
る
昨

今
で
は
、
労
働
者
に
、
よ
り
強
い
慢
性
的
ス
ト
レ
ス
を
生
じ
さ
せ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
て
い
る
。
特
に
、
苦
情
処
理
業
務
の
職
務
特
性
と
し
て
、
他
の
従
業
員

の
失
敗
や
会
社
の
政
策
上
の
問
題
に
対
す
る
顧
客
か
ら
の
苦
情
へ
の
対
応
が
多

く
、
そ
れ
ら
が
苦
情
処
理
者
の
自
己
責
任
で
な
い
場
合
が
多
い
こ
と
、
事
後
処

理
の
た
め
顧
客
か
ら
の
苦
情
処
理
者
に
対
す
る
叱
責
・
非
難
を
避
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
こ
と
、
電
話
で
の
対
応
の
た
め
相
手
の
顔
や
表
情
が
わ
か
ら
な
い
た

め
に
、
顧
客
の
感
情
の
把
握
が
困
難
な
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
、

そ
れ
ら
か
ら

二
七
五



推
察
す
る
と
、
苦
情
処
理
者
は
強
い
葛
藤
、
不
安
、
悩
み
な
ど
の
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
や
す
い
業
務
を
「
ゆ
と
り
の
な
い
環
境
」
に
お
い
て
遂
行
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
推
察
か
ら
、
苦
情
処
理
業
務
に
お
い
て
は
、
改
訂
L
H
が
形
成
さ

れ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
ま
ず
、
そ
の
実
証
的
研
究
を
行
い
、

さ
ら
に
、
改
訂
L
H
が
形
成
さ
れ
や
す
い
性
格
特
性
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
と

す
J

る。

方

j去

調
査
の
対
象
者
は

S
運
輸
業
社
に
勤
務
す
る
事
務
職
員
及
ぴ
営
業
職
員
四
十

四
名
(
男
二
十
九
名
、
女
十
五
名
)
で
あ
る
。
ま
た
、
本
調
査
の
た
め
に
、
「
情

報
ス
ト
レ
ス
尺
度
」
、
「
ス
ト
レ
ス
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
尺
度
」
及
び
「
原
因
帰
属

尺
度
」
か
ら
な
る
四
段
階
評
定
の
質
問
紙
を
作
成
し
、
ベ
ッ
ク
抑
う
つ
質
問
紙

(以下、

B
D
I
)
、
Y
i
G
性
格
検
査
及
ぴ
東
大
式
エ
ゴ
グ
ラ
ム
(
以
下
、
T
E

G
)
の
既
存
の
質
問
紙
と
共
に
使
用
し
た
。

目
的
一
に
関
す
る
調
査
方
法
と
し
て
は
、
「
情
報
ス
ト
レ
ス
尺
度
」
、
「
ス
ト

レ
ス
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
尺
度
」
及
ぴ
「
原
因
帰
属
尺
度
」
を
用
い
て
、
出
m-H
の

仮
説
的
モ
デ
ル
に
お
け
る
ス
ト
レ
ス
形
成
過
程
及
び
改
訂

L
H
形
成
過
程
の
各

段
階
ご
と
の
因
果
関
係
を
パ
ス
解
析
を
用
い
て
調
査
し
た
。
目
的
こ
に
関
す
る

調
査
方
法
と
し
て
は
、
「
原
因
帰
属
尺
度
」
と
既
存
の
三
つ
の
質
問
紙

(
B
D

I
、
Y
ー
G
性
格
検
査
、
T
E
G
)
の
積
率
相
関
係
数
を
用
い
て
、
改
訂

L
H
が

形
成
さ
れ
や
す
い
原
因
帰
属
様
式
と
抑
う
つ
的
認
知
傾
向
及
ぴ
性
格
特
性
と
の

二
七
六

関
係
を
調
査
し
た
。

結
果
と
考
察

目
的
一
の
結
果
か
ら
、
仮
説
的
モ
デ
ル
が
部
分
的
に
支
持
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

つ
ま
り
、
民
間
-
N

に
お
い
て
因
果
関
係
が
成
立
し
た
の
は
、
要
因
A
|

①
、
要
因
A
l
②
、
要
因
A
l
③
を
「
各
種
(
異
常
)
リ
ス
ト
処
理
」
に
よ
っ

て
示
し
た
も
の
と
要
因
A
|
④
、
要
因

B
、
要
因
C
、
要
因

D
の
一
部
の
個
人

的
要
因
/
成
功
場
面
×
。
。
ロ
可
♀
(
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
可
能
性
|
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不

能
性
)
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
部
分
は
民
間
-
H

の
仮
説
的
モ
デ
ル
の
苦
情
処
理
段

階
に
お
け
る
「
苦
情
処
理
業
務
従
事
者
」
か
ら
「
無
力
感
の
経
験
」
に
至
る
段

階
に
相
当
す
る
。
し
か
し
、
「
苦
情
処
理
業
務
に
お
け
る
原
因
帰
属
の
要
因
」

の
段
階
に
お
い
て
は
、
苦
情
に
対
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
能
性
の
中
の
一
部
分

の
実
証
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
改
訂
L
H
理
論
に
お
け
る

F
2
5

(
内
的
|
外
的
)
、
の
円
。
σ巳
(
安
定
的
l

不
安
定
的
)
、

ωgσ
巳
(
全
般
的
|
特
殊

的
)
の
そ
れ
ぞ
れ
の
次
元
に
つ
い
て
の
関
連
性
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
と

い
う
結
果
と
な
り
、
出
向
-
H

の
仮
説
的
モ
デ
ル
の
「
無
力
感
の
経
験
」
か
ら

「
改
訂

L
H
に
お
け
る
原
因
帰
属
の
形
成
度
」
の
段
階
に
つ
い
て
は
十
分
な
検

証
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

目
的
二
に
関
す
る
Y
|
G
性
格
検
査
十
二
因
子
及
び
T
E
G
五
因
子
と
原
因

帰
属
様
式
と
の
相
関
関
係
の
結
果
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。
Y
i
G
性
格

検
査
に
お
い
て

S
(社
会
的
外
向
)
と
T
(
思
考
的
外
向
)
の
得
点
が
低
く
、

G 

(
一
般
的
活
動
性
)
と

C
(回
帰
性
傾
向
)
と

O
(客
観
的
で
な
い
こ
と
)
と

C
o



(
協
調
的
で
な
い
こ
と
)

の
得
点
が
高
い
人
ほ
ど
改
訂

L
H
が
形
成
さ
れ
や
す
い

原
因
帰
属
様
式
に
な
り
、

そ
の
逆
の
得
点
傾
向
が
あ
る
入
は
改
訂

L
H
が
形
成

さ
れ
に
く
い
原
因
帰
属
様
式
と
な
る
と
い
う
傾
向
が
示
唆
さ
れ
た
。
ま
た
、

E
G
に
お
い
て

C
P
(父
親
的
な
役
割
を
担
う
批
判
的
な
親
の
自
我
状
態
)
の
得

点
が
高
い
人
ほ
ど
改
訂

L
H
が
形
成
さ
れ
や
す
い
原
因
帰
属
様
式
と
な
り
、

の
逆
の
得
点
傾
向
が
あ
る
人
は
改
訂

L
丘
が
形
成
さ
れ
に
く
い
原
因
帰
属
様
式

と
な
る
と
い
う
傾
向
が
示
唆
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
苦
情
処
理
者
が
過
剰
な
ス
ト
レ
ッ
サ

l
を
認
知
し
て
い
る
の
で
あ

れ
ば

そ
れ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ル

不
能
で
あ
る
と
自
覚
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
抑
う
つ
的
認
知
障
害
度
が
低
下
す

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
改
訂

L
H
形
成
を
予
防
す
る
た
め
の
効
果
的

な
ス
ト
レ
ス
対
処
法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

今
後
の
課
題

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
ま
ず
第
一
に
、
本
研
究
の
結
果
の
信
頼
性
を
権
認

す
る
た
め
に
、
再
検
証
的
研
究
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
に
、

L
H
理
論
が
改
訂
さ
れ
る
直
接
の
原
因
と
な
っ
た
原
因
帰
属
様
式
に

関
し
て
、
本
研
究
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
結
果
で
は
不
十
分
で
あ
る
た
め
、
「
原

因
帰
属
尺
度
」
の
調
査
項
目
に
改
変
を
加
え
て
再
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
第
三
に
、
質
問
紙
の
回
収
率
が
低
か
っ
た
こ
と
に
関
し
て
は
、
質

問
項
目
が
多
す
ぎ
た
こ
と
、
調
査
対
象
の
運
輸
会
社
の
労
働
組
合
を
通
し
て
調

査
実
施
す
る
こ
と
が
実
現
し
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
今
後
の
調

苦
情
処
理
業
務
に
お
け
る
職
務
特
性
及
び
従
事
者
の
性
格
特
性
と
学
習
性
無
力
感
の
関
係 査

に
お
い
て
は
、
調
査
項
目
を
最
低
限
に
止
め
、
調
査
対
象
者
の
所
属
す
る
組

T 

織
の
協
力
が
確
実
に
得
ら
れ
る
よ
う
に
綿
密
な
事
前
準
備
を
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
第
四
に
、
本
稿
に
お
い
て
も
、
従
来
か
ら
の
改
訂

L
H
の
研
究

と
同
様
、
認
知
行
動
的
観
点
か
ら
改
訂

L
H
理
論
を
考
察
し
て
き
た
。
し
か
し
、

そ

同
じ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
能
性
を
体
験
し
て
も
、
す
べ
て
の
個
体
に
改
訂

L
H
が

形
成
さ
せ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
、
認
知
の
歪
み
と
い
う
観
点

か
ら
検
証
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
認
知
行
動

的
観
点
だ
け
で
な
く
精
神
分
析
的
観
点
か
ら
も
改
訂

L
H
理
論
を
研
究
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
五
に
、
本
研
究
結
果
か
ら
、
苦
情
処
理
者

に
改
訂

L
H
が
形
成
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
た
た
め
、
今
後
、

縦
断
的
研
究
を
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

よ
り
深
く
無
力
感
症
状
の
病
理
性

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

二
七
七


